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古
代
か
ら
文
明
が
発
達
し
た
地
域
に
は

知
識
の
拠
点
が
存
在
し
て
い
た
が
、
現
在

の
大
学
に
直
結
す
る
組
織
の
最
初
は
一
一

世
紀
に
創
設
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
大
学
や
、
一
三
世
紀
に
創
設
さ
れ
た

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
大
学
と
さ
れ
る
。
日
本

で
は
、
江
戸
時
代
に
武
士
階
級
を
対
象
に

岡
山
藩
の
岡
山
学
校
や
尾
張
藩
の
明め
い

倫り
ん

堂ど
う

な
ど
が
高
等
教
育
を
実
施
し
て
い
た
が
、

現
在
の
大
学
の
祖
先
と
な
る
の
は
、
明
治

時
代
以
後
に
欧
米
を
追
随
す
る
た
め
に
全

国
の
九
都
市
に
創
設
さ
れ
た
帝
国
大
学
で

あ
っ
た
。

　
そ
れ
以
後
、
国
民
の
知
的
水
準
が
国
力

の
基
礎
と
い
う
発
想
を
背
景
に
、
都
道
府

県
や
市
区
町
村
、
さ
ら
に
民
間
に
よ
る
大

学
が
次
々
と
創
設
さ
れ
、
現
在
で
は
全
国

に
国
立
、
公
立
、
私
立
を
合
計
し
て
約

次
々
に
設
立
さ
れ
る

情
報
関
連
大
学

　
こ
の
よ
う
な
危
機
に
対
応
す
る
た
め
大

学
も
対
策
を
開
始
し
て
い
る
。
ま
ず
社
会

の
要
求
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
代
表
は
理

系
の
学
生
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

理
系
の
学
生
の
卒
業
比
率
は
イ
ギ
リ
ス
が

四
四
％
、
韓
国
が
四
三
％
、
ド
イ
ツ
が

四
一
％
、
ア
メ
リ
カ
が
三
九
％
で
あ
る
が
、

日
本
は
三
五
％
と
い
う
低
率
で
あ
る
。
さ

ら
に
理
系
は
明
治
時
代
以
来
、
工
業
社
会

が
必
要
と
す
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て

き
た
が
、
そ
の
分
野
は
韓
国
、
中
国
、
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
新
興
国
家
が
追つ
い

随ず
い

し
、
一
部

で
は
逆
転
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
日
本
に
必
要
な
人
材
は
情
報
社

会
を
推
進
す
る
若
者
で
あ
り
、
大
学
も
転

換
を
開
始
し
て
い
る
。
最
近
だ
け
で
も
、

山
形
大
学
が
社
会
共
創
デ
ジ
タ
ル
※
１

学が
っ

環か
ん

、

帝
京
大
学
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
、

八
〇
〇
の
大
学
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か

し
、
人
口
が
増
加
し
、
経
済
が
拡
大
す
る

時
代
に
は
大
学
の
維
持
は
可
能
で
あ
っ
た

が
、
人
口
も
経
済
も
減
少
の
傾
向
と
な
っ

た
最
近
で
は
一
部
の
大
都
市
圏
は
と
も
か

く
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
大
学
と
い
う

教
育
の
制
度
の
維
持
が
困
難
な
状
況
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

　
数
字
で
説
明
す
る
と
深
刻
さ
が
明
瞭
に

な
る
。
二
〇
二
四
年
の
国
立
、
公
立
、
私

立
を
合
計
し
た
大
学
入
学
者
数
は
六
一
・

三
万
人
で
あ
っ
た
が
、
募
集
人
数
は
六

二・
五
万
人
と
い
う
衝
撃
が
発
生
し
た
。

こ
れ
を
基
準
に
人
口
が
減
少
す
る
二
〇
四

〇
年
の
状
況
を
推
定
す
る
と
、
大
学
入
学

者
数
は
四
一
万
人
で
入
学
定
員
よ
り
二
一

万
人
も
下
回
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

私
立
大
学
だ
け
で
は
、
す
で
に
二
〇
二
四

年
に
六
割
が
定
員
以
下
の
学
生
し
か
入
学

し
て
い
な
い
と
い
う
深
刻
な
事
態
が
発
生

し
て
い
る
。

神
戸
大
学
が
シ
ス
テ
ム
情
報
学
部
な
ど
を

新
設
し
て
い
る
し
、
文
系
中
心
で
あ
っ
た

女
子
大
学
も
大
妻
女
子
大
学
が
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
部
、
昭
和
女
子
大
学
が
総
合

情
報
学
部
を
創
設
す
る
な
ど
対
応
を
開
始

し
て
い
る
。
世
界
の
趨す
う

勢せ
い

か
ら
出
遅
れ
の

印
象
は
あ
る
が
、
一
気
に
転
換
の
気
運
で

あ
る
。

地
方
大
学
に

期
待
さ
れ
る
役
割

　
こ
の
変
化
は
日
本
の
産
業
構
造
が
情
報

分
野
に
方
向
転
換
す
る
時
代
に
対
応
す
る

人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
意
味
で
重
要
で

あ
る
。
現
在
の
日
本
で
は
産
業
全
体
で
人

手
不
足
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
産
業
規
模

が
急
速
に
拡
大
し
た
情
報
分
野
で
顕
著
で

あ
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
有
効
求
人

倍
率
で
、
二
〇
二
五
年
の
職
業
全
体
の
有

効
求
人
倍
率
も
一・
一
二
で
人
手
不
足
で

あ
る
が
、
情
報
関
連
の
職
業
で
は
一・
四

三
と
全
体
で
最
大
で
あ
り
、
さ
ら
に
二
〇

三
〇
年
に
は
七
九
万
人
が
不
足
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
は
人
口
が
減
少
し
て
い
る
地

域
に
絶
好
の
機
会
と
な
る
。
日
本
全
体
の

ら
の
脱
却
が
国
家
の
重
要
課
題
に
な
り
、

さ
ら
に
八
〇
年
代
後
半
か
ら
日
本
の
再
編

を
加
速
す
る
た
め
の
合
併
が
国
策
と
し
て

推
進
さ
れ
た
結
果
、
一
九
九
九
年
に
は
、

三
二
三
二
で
あ
っ
た
市
町
村
が
二
〇
一
四

年
に
は
、
一
七
一
八
と
ほ
ぼ
半
数
に
統
合

さ
れ
た
。
そ
れ
を
後
押
し
し
た
技
術
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
核
と
す
る
情
報
通

信
革
命
で
あ
り
、
前
半
に
紹
介
し
た
大
学

の
情
報
分
野
へ
の
急
速
な
傾
斜
の
背
景
で

も
あ
る
。

　
日
本
が
明
治
時
代
に
開
国
し
た
時
期
を

回
顧
し
て
み
れ
ば
、
地
域
が
変
革
を
推
進

す
る
意
味
が
理
解
で
き
る
。
明
治
維
新
を

率
先
し
て
推
進
し
た
の
は
幕
府
の
人
材
で

は
な
く
、

※
２

薩さ
っ

長ち
ょ
う

土ど

肥ひ

と
い
う
言
葉
に
象
徴

さ
れ
る
中
心
か
ら
遠
方
の
地
方
の
人
材
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
人
々
が
国
禁
を
打
破

し
て
実
行
し
た
革
命
に
よ
っ
て
、
日
本
は

欧
米
の
先
進
諸
国
の
属
国
と
な
る
こ
と
な

く
、
大
国
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
在
、
期
待
さ
れ
る
の
は
全
国
各
地
に
あ

る
大
学
が
地
域
か
ら
日
本
を
変
革
す
る
こ

と
で
あ
る
。

人
口
減
少
を
反
映
し
、
二
〇
二
五
年
の
一

年
間
に
お
い
て
定
住
人
口
が
増
加
し
た
の

は
、
全
体
の
約
一
〇
％
の
一
七
〇
団
体
で

し
か
な
い
が
、
地
域
に
大
学
が
存
在
す
れ

ば
、
一
定
の
人
数
の
若
者
が
存
在
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
た
め
地
方
公
共
団
体
が

運
営
す
る
公
立
大
学
は
、
二
〇
〇
三
年
の

七
六
校
か
ら
二
〇
二
五
年
に
は
一
〇
三
校

に
増
加
し
て
い
る
し
、
経
営
不
振
の
私
立

大
学
を
地
方
公
共
団
体
が
肩
代
わ
り
し
て

運
営
す
る
事
例
も
登
場
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
地
域
が
国
際
社
会
に
対
応
す
る

契
機
に
も
な
る
。
一
例
と
し
て
大
阪
観
光

大
学
は
八
一
〇
人
の
学
生
が
在
学
し
て
い

る
が
、
約
八
割
が
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

ア
ジ
ア
の
一
四
カ
国
か
ら
の
留
学
で
あ

る
。
日
本
の
資
源
で
外
国
の
人
材
を
育
成

し
て
い
る
と
理
解
す
る
と
損
失
の
よ
う
で

あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
現
在
の
日
本

に
は
約
二
三
〇
万
人
の
外
国
人
労
働
者
が

就
業
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
地

域
が
国
際
社
会
と
交
流
す
る
重
要
な
資
源

で
あ
る
と
と
も
に
地
域
を
元
気
に
す
る
源

泉
で
も
あ
る
。

　
一
九
七
〇
年
代
に
発
生
し
た
二
度
の
石

油
危
機
に
よ
り
日
本
は
混
乱
し
、
そ
こ
か

月刊三方よし経営  令和８年３月号

「
永
続
」へ
の
転
換
戦
略

「永続」への転換戦略

日
本
変
革
の
拠
点
と
な
る
地
方
大
学

つ
き
お     

よ
し
お

東
京
大
学
名
誉
教
授

月
尾
嘉
男

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）

年
生
ま
れ
。
東
京
大
学

工
学
部
卒
業
。工
学
博

士
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ

ラ
フィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知

能
、
仮
想
現
実
、メ
デ
ィ

ア
政
策
等
を
研
究
す
る

と
と
も
に
、
全
国
各
地

で
私
塾
を
主
宰
し
、
地

域
の
有
志
と
共
に
環
境

保
護
や
地
域
計
画
に

取
り
組
む
。

深
刻
な

大
学
入
学
者
数
の
減
少

48

※１：複数の分野を横断的に学び、研究するための学部・研究科に準ずる組織
※２：幕末から明治維新にかけて活躍した薩摩、長州、土佐、肥前という四つの藩の総称


